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E 7 丑　靴攻学いた’↑４芋関のありオにっいての一乃察

　　　　一一プラトンの「閃永二纂咎もといして一一
郡女大家攻　o 高館作漱　関し富左　影山珊　真船均　エ､疼歴ご子　還谷天子

　§的　家政字における俘問のあり方じっ口X、そiA 木来の意峨をプラトン川乍品にもと

ずさり｀がら溥察すろ．

　方拡　次駄研兇、まとしフプ7トンIT) ・国表」篇　　　　　　　ﾀり々ﾂ.．
　絹糸　プラトンによれi、浮閣研瓦にはs明な事柄に疑問包控き. 驚きの咸崎をもっこ

乙　｀さらに　この道一筋に生き-Iと、1う孤独のり｀力ヽの真剣けが一必要であるという、こ肌

らを駐機して得るのが篤竃をあ乱知織X、山いわれた通') Iこあゐい、う真声性バii）諭拠

にむとずさり｀がら、理誇づけがりされて…ること、つまり- 真央岐と諭理伎<r＼ーつが屡求

さ収ろものである．科学が「俘」であるμ-101こは、このような知識が々要であ'I、そ(A i

との攻にめざましい戈明の発逓びな｀さtilてき几．いヽL , 他方、プラトンは科字の研竟に

内在する問尽今り^摘している, まず茅一に　目筧めた知的好奇ぬほ火もとこうを知らな

い．絶えず埋木へと探究ほ追む．一つの疑閣乞肝くために徊めた研兇味、さらr- 多< の夙

閣t発見する２とロノ'f り. 科字の令化、専門化が生じて< ゐ．その紹果、枝葉をしげらI

て根瓶ｔ度肌ろ恐れが心て（飛.涙声は科苛の赤分野がどう人閣の士治に閃わろべ寺々）ヽの

反冶カリよい．茅エに、科言(A、仮玩、例えぱ、数とは4可ヵヽ. 声験とは珂V、りどの糸質的

理肝を求めりい. 蓄蔵り々ネ頁の吟味をレjいまま一1 < り緻名り糾今理糖を薦絹し-t i,

. >iれ[i砂上､の楼悶卜すぎ力い. 芥s,、科学は寿声乞明りふし-t い剛急々意義を教え

て< れない. 以上､がプヲトッの祁摘であるがヽこ爪は現柾　家紋き力ヽ直面しZ 丿ろ問匙で

もあい関口らの讃イ学問糖の/と墨色親joゐことが己きる･

E 8 Ⅲ　衆政守研究･こお'μ学問発達大的検討

　　　一主として西政思休史よりみて一一
郡ズ大永政　〇エ眼恵子　影o・禰　荊ロあた　高低俘夫　真雛り　席谷充子

　印り　高館らは？問痔にパリ述べい卜私刑i・問発遠史と鉄雄レ．永政守目雨値導

入と撮丿喝した関a らの理論にっいて是升と論ずる.

　方法主とレ-r文献^見による．
　結果　I.　ま明以前のA間の知息一人筒はでの劣性i棟バこめ大<7> 伏用、建具９発囁

農牧生産等n削こ布い丿４行為有としr 目さの理ド良い玖行n誤レ―) っ什ざり大磯と創

りよ穴≒Ｌ　永政宇に影f と与λか西欧の学問－I) ぞりジヤの今町よ縦想(:-i(Sまゐ.知

性は肉体り人間と応越レ絶対剛

佃まるIt証幻体利よ形而よ孝に緯実しか. 2冲世スコラ孝(までの知性の上ド押il
升的才法丿用いら瓦るが、アベラールは占央の矛衝をそ見I/. ^剛劈釈<7>方法として豚升

の基礎に文献的芙証方蔵き導入レ、$観性と今え乙守問勾地位と高めか. 3)荒世<7>'芋

閑の方向1,示唆レ八四よベーコン乙デカ几／トX･･あ^ .ベーコバ如ドラき破屎1ノ、Å・ラ

的三段冷法枕刈に立って失験に底づべ科守的帰納域と跳喝しr-.ダカiレいよ精神と物体と

東路としx切り駿す心身二元締に主ち, 各々μ名載的知繊の対象となり、掬象りであっr

人間性は不だとy-i-．1, 木政と桁学の次に禾^ もの一什剽ま機械・発明と刑こa寺竿

命りはす^弗勅力と'j: り吃秀と席圈しに物c" A量生左ともからしμ合理i4^(ま人開の

価孤観り
めレノ- らゆ肆冶理ま一義的「生の存・j 6'瓜現-す4>．分町的釈直営r^及瀋と加え、剛置の

φ


